
 
 

令和７年度「一市町村民会議一運動」活動紹介 

多治見市青少年まちづくり市民会議 

 

１ わたしの主張 2025 多治見市大会 

 令和７年６月 14 日に、多治見市バロー文化ホールにおい

て、「わたしの主張 2025 多治見市大会」を開催しました。 

多治見市では、市内 13 小学校区の「わたしの主張 校区

大会」において最優秀賞を受賞した小学生、中学生各１名

が多治見市大会に出場することとしています。令和７年度

も、各校区の代表合計 26 名が出場し、世の中の情勢につい

て、未来への提案、家庭や学校生活、友だちとの関わりなど

を通じて感じたことなどをテーマに、思いのこもった主張

が繰り広げられました。 

これらの主張に対し、参加者からは「発表者の皆さんの

力強い主張に感動しました」などの素敵な感想をいただき

ました。 

 また、当日は青少年育成推進員を中心に、市内の中学生

ボランティア 16 名とともに準備・運営を行いました。 

 

２ 多治見市青少年まちづくり市民大会 

令和８年２月 21 日に、多治見市バロー文化ホールにおい

て、「令和７年度多治見市青少年まちづくり市民大会」を開

催しました。 

本大会では、永年、青少年健全育成に尽力された方を表彰

する「青少年育成功労者表彰式」、そして市内 13 小学校区

にある校区まちづくり市民会議が順番で活動報告を行いま

す。令和７年度の活動報告では、池田、市之倉、滝呂の３校

区がそれぞれ特色のある発表を行いました。会場入口には

全校区の活動を紹介するパネル展示も行い、各校区の活動

を多くの方にＰＲしました。 

 

３ 挨拶で絆の日 

多治見市では、「挨拶によって絆を築くことができるまち

をつくりたい」という子どもたちの意見から始まった「挨

拶で絆の日」があります。令和７年度は、７月１日と 11 月

４日に、各校区で挨拶活動を行いました。 

通学路や学校前では登校中の子どもたち、青少年まちづ

くり市民会議の方々、保護者さんや地域の方、通勤途中の

方など、地域全体で明るい笑顔と挨拶を交わすことができ

ました。挨拶をきっかけに地域の絆が深まり、住みよいま

ちづくりにつながっています。 

 


